


うたうたい／自己

　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　うたうたい

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　ことばのかけら

　　　　　おもいのはへん

　　　　　

　　　　　つなぎあわせて

　　　　　ものがたりをあむ

　　　　　

　　　　　きのうはそこに

　　　　　にげたくて

　　　　　

　　　　　きょうはここに

　　　　　みつけたくて

　　　　　

　　　　　あすにおもう

　　　　　わすれたくない

　　　　　

　　　　　もうにどと

　　　　　うしなうことなく

　　　　　

　　　　　こころの

　　　　　きびなること

　　　　　

　　　　　そのよろこび

　　　　　そのかなしみ

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*

　　　　　自己

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　パンクするほど知識を詰め込む

　　　　　でも使い方をみつけられない知恵の輪

　　　　　

　　　　　やたら評価を気にする

　　　　　自分を信じられなくする社会の魔法

　　　　　

　　　　　ほんとうの気持ち一人ひとりの胸にあるのに

　　　　　世界は裸の王様の物語

　　　　　

　　　　　号令がかけられて

　　　　　逆らえない流れの一筋になる催眠術

　　　　　

　　　　　あなたは誰なのでしょうか

　　　　　押し付けられた配役

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　忘れてしまう

　　　　　　　　いつの日か

　　　　　　　　上塗りの記憶なんてものは

　　　　　　　　刷り込まれた知識も

　　　　　　　　消えてしまう

　　　　　

　　　　　

　　　　　心に着込んだ衣服を脱げば

　　　　　そこに私はいる

　　　　　



　　　　　

　



おまじない／涙のしずく

　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　おまじない

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　不安なココロは

　　　　　

　　　　　暗がりへと

　　　　　

　　　　　あなたの手を引くよ

　　　　　　　　　　

　　　　　だいじょうぶ

　　　　　

　　　　　だいじょうぶなんだ

　　　　　

　　　　　そうココロに

　　　　　

　　　　　語りかけてごらん

　　　　　

　　　　　ね？

　　　　　

　　　　　だいじょうぶ

　　　　　

　　　　　だいじょうぶなんだよ

　　　　　

　　　　　と

　　　　　

　　　　　返ってくる

　　　　　

　　　　　

　　　　　



　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　涙のしずく

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　哀しみも

　　　　　

　　　　　苦しみも

　　　　　

　　　　　遮ることはできない

　　　　　

　　　　　なぜなら

　　　　　

　　　　　それらは

　　　　　あなたの前に立ちはだかる

 
　　　　　海峡でも山脈でもないのだから

　　　　　

　　　　　深く

　　　　　

　　　　　果てを知らない

　　　　　

　　　　　心の奥に

　　　　　

　　　　　その心の

　　　　　

　　　　　存在を知らせるために

　　　　　

　　　　　こぼれ落ちる

　　　　　

　　　　　涙のしずく

　　　　　



　　　　　

　　　　　

　　　　　



こころ／その宇宙を

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　こころ

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　作ろうと思うと

　　　　　

　　　　　いびつになる

　　　　　

　　　　　自然な気持ちでいると

　　　　　

　　　　　生まれてくる

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　その宇宙を

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　閉じ込めるもの　心を

　　　　　

　　　　　振り回される感情　思考

　　　　　

　　　　　目先の楽しみ　憎しみ

　　　　　

　　　　　置かれた環境の不具合　不調



　　　　　

　　　　　傲れる権力　野心

　　　　　

　　　　　固定した概念　常識

　　　　　

　　　　　まるで全てが触手を伸ばし　心を

　　　　　

　　　　　からめ捕るようにあり

　　　　　

　　　　　その合間を滑り抜けるように　心は

　　　　　

　　　　　探している　自由なありか

　　　　　

　　　　　創りだしている　素直なる次元

　　　　　

　　　　　縛られることのない

　　　　　

　　　　　閉じ込められることのない

　　　　　

　　　　　拡大する世界　心の

　　　　　

　　　　　その宇宙を

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



摩訶不思議／地球みたい

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　摩訶不思議

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　嬉しい日は

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　空の色も

　　　　　

　　　　　

　　　　　　いつもと違うね

　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　人の眼の不思議　心の不思議

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　摩訶不思議

　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　地球みたい

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　緑を芽吹く大地　柔らかな

　　　　　涙をたたえる海　温かな



　　　　　地球みたいだね　心は

　　　　　

　　　　　浮かんでいる　この虚空に

　　　　　

　　　　　北極や南極の氷の世界も

　　　　　赤道の焼けつく暑さもある

　　　　　嵐を起こし　荒れ狂う海や風ともなる

　　　　　

　　　　　深呼吸する大気　滑らか

　　　　　新陳代謝する森　瑞々しい

　　　　　地球みたいだね　心は

　　　　　

　　　　　浮かんでいる　この虚空に

　　　　　

　　　　　四季折々のように　変化するけど

　　　　　夜や朝を　繰り返すけど

　　　　　

　　　　　穏やかな午後に　微睡む心地よさ

　　　　　照らす優しい陽の光は　きっと

　　　　　大好きな人の　笑顔

　　　　　

　　　　　そよ風みたく　ありがとうって

　　　　　そっと　そっと　答えたい

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　



ふらくたる／スイッチ オン

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　ふらくたる 　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　宇宙をひらくと　銀河がみえてくる

　　　　　

　　　　　銀河をひらくと　太陽系がみえてくる

　　　　　

　　　　　太陽系をひらくと　惑星がみえてくる

　　　　　

　　　　　惑星をひらくと　生き物たちがみえてきた

　　　　　

　　　　　生き物たちをみつめると　心がみえてくる

　　　　　

　　　　　心をひらくと　宇宙があらわれた

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　スイッチ オン
　　　　　

　　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　宇宙の闇は透明

　　　　　

　　　　　星の光が灯せられ



　　　　　

　　　　　どこまでも広がる

　　　　　

　　　　　無限と現れて

　　　　　

　　　　　心の闇は不透明

　　　　　

　　　　　光の灯しかた

　　　　　

　　　　　忘れちゃってるだけだよね？

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



MIND／花の姿に想う

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　MIND
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　形のないものを　形と現し

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　心のないものに　心を映す

　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　　　人間の得た　不思議な感覚

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　花の姿に想う

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　あらがうことなく

　　　　　

　　　　　風に吹かれ　光を浴び　雨に打たれ

　　　　　

　　　　　そうでありながら

　　　　　

　　　　　最大に　生命力を発揮し　生きている



　　　　　

　　　　　そこにいるだけで

　　　　　

　　　　　自然の　大切な一部となり

　　　　　

　　　　　見る者の心も　和まし　潤す

　　　　　

　　　　　花の　清楚なる　美しさ

　　　　　

　　　　　自らの魂も　そうありたい

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



一対／眩

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　一対

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　詩う私は影。

　　　　　陽なたは苦手。

　　　　　

　　　　　笑う私は陽。

　　　　　影を落とす。

　　　　　

　　　　　傾くとき、長く引き摺り。

　　　　　身に添うとき、高く在る。

　　　　　

　　　　　詩う。

　　　　　笑う。

　　　　　

　　　　　詩うから笑え。

　　　　　笑えたら詩を終い。

　　　　　

　　　　　繰り返し。

　　　　　交互に。

　　　　　織られて。

　　　　　

　　　　　影と陽。

　　　　　陽と影。

　　　　　

　　　　　創られてゆく。

　　　　　私のかたち。

　　　　　

　　　　　

　　　　　



　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*

　　　　　眩

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　

　　　　　眩しい光は

　　　　　

　　　　　すべてを照らすようでいて

　　　　　

　　　　　真昼の光が

　　　　　

　　　　　宇宙への視界を遮るように

　　　　　

　　　　　見えなくしてしまうものもあるんだね

　　　　　

　　　　　眩しさに目を奪われることなく

　　　　　

　　　　　深く見つめたい

　　　　　

　　　　　自分の心で

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



青空／孤独

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　青空

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　この星の　青空は

　　　　　

　　　　　どこまでも　心を広げてくれる

　　　　　

　　　　　包まれ　育まれ

　　　　　

　　　　　あの宇宙空間を　浮かぶよりも

　　　　　

　　　　　きっと　そうなんだ

　　　　　

　　　　　重力が足を　大地に引きつけるけど

　　　　　

　　　　　心は　飛べるね

　　　　　

　　　　　想像力を　ONにしよう
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　孤独

　　　　　

　　　　　

　　　　　



　　　　　

　　　　　孤独は　消えるよ

　　　　　

　　　　　

　　　　　自分をみつけた　その瞬間に

　　　　　

　　　　　

　　　　　やがて　柔らかな　感触の

　　　　　

　　　　　

　　　　　心地よい　切なさのように

　　　　　

　　　　　

　　　　　そっと　胸に灯るよ

　　　　　

　　　　　

　　　　　あなたの　ほのかな　輝きとなりて

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



水源／かたむすび

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　水源

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　ただ　浮き草を流し

　　　　　

　　　　　ただ　映る影に想い捕われて

　　　　　

　　　　　ただ　濁りゆく

　　　　　

　　　　　全てを映す　全てを浮かべる

　　　　　

　　　　　その　湛えられた水であることを　忘れたまま

　　　　　

　　　　　その　水源の深みも　忘れたまま

　　　　　

　　　　　でも　水底では　絶えることなく

　　　　　

　　　　　透き通る水が　湧き上がっている

　　　　　

　　　　　いつか　押し流すだろう

　　　　　

　　　　　そして　光を感じるのだろう

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　



　　　　　かたむすび

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　ああしたから　こうなった

　　　　　

　　　　　こうしたら　そうなる

　　　　　

　　　　　なんて　行ったり　来たり

　　　　　

　　　　　こうしなくちゃ　そうならない

　　　　　

　　　　　そうなるには　こうするべきだ

　　　　　

　　　　　なんて　シミュレーション

　　　　　

　　　　　思考の糸が　からまって

　　　　　

　　　　　ほら　頭の中に　かたむすび

　　　　　

　　　　　ちょっと　ほどいてみませんか

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



言霊／光

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　言霊

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　声となり　文字となり

　　　　　

　　　　　

　　　　　羅列する　言葉たち

　　　　　

　　　　　

　　　　　柔らかな音で　語りかけてごらん

　　　　　

　　　　　

　　　　　言葉は　じんわり　心に溶けて

　　　　　

　　　　　

　　　　　君は　優しさを　知るだろう

　　　　　

　　　　　

　　　　　硬い音で　吐き捨ててごらん

　　　　　

　　　　　

　　　　　言葉は　鋭く　心を切り裂き

　　　　　

　　　　　

　　　　　君は　痛みを　知るだろう

　　　　　

　　　　　

　　　　　言葉は　人に　命　吹き込まれ

　　　　　

　　　　　



　　　　　

　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　光

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　人の心も

　　　　　

　　　　　あの遠い星の

　　　　　

　　　　　光みたい

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　手で

　　　　　

　　　　　触れることは

　　　　　

　　　　　できないけれど

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　放つ光が　　

　　　　　

　　　　　別の誰かの心を

　　　　　

　　　　　震わせる

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　



時の作用／虚々実々

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　時の作用

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　時間はときには　優しい

　　　　　

　　　　　

　　　　　ゆるやかに　傷をうめてゆく

　　　　　

　　　　　

　　　　　一歩ずつ　遠くなる昨日に

　　　　　

　　　　　

　　　　　時の薬は　浸透してゆくようで

　　　　　

　　　　　

　　　　　一滴ずつ　遠くなる記憶に

　　　　　

　　　　　

　　　　　今へと繋がる　道しるべみたいに

　　　　　

　　　　　

　　　　　この一点から　膨らむ想いを

　　　　　

　　　　　

　　　　　沈めた　忘れそうな日々にさえ　届かせ

　　　　　

　　　　　

　　　　　優しく　包（くる）んで　くれるようで

　　　　　

　　　　　



　　　　　

　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　虚々実々

　　　　

　　　　　

　　　　　　

　　　　　

　　　　　疑いだしたら切りがない

　　　　　

　　　　　成るようにしかならない流れに

 
　　　　　身を置くのだから

　　　　　

　　　　　その中で自分を忘れないことの大切さ

　　　　　

　　　　　自分として全てを感じることの大切さ

　　　　　

　　　　　どんな立ち場にいても肝心なことは

　　　　　

　　　　　顕在している今の自らの命で感じること

　　　　　

　　　　　自身の心を持つこと

　　　　　

　　　　　惑わされない心を

　　　　　

　　　　　そう歴史に残るような偉業をとげることすら

　　　　　

　　　　　ほんとうは重要ではないんだ

　　　　　

　　　　　人生は始めから終わりまで

　　　　　

　　　　　この意識にとっては試行錯誤の闘い

　　　　　



　　　　　確かなことは

　　　　　

　　　　　生まれたことと死ぬこと

　　　　　

 



種／超えて行こう

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　種

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　想いが　種になって

　　　　　

　　　　　

　　　　　蒔かれ　芽を出し

　　　　　

　　　　　

　　　　　花となり　実を結ぶ

　　　　　

　　　　　

　　　　　だとしたら　どんな種を

　　　　　

　　　　　

　　　　　今　この瞬間に

　　　　　

　　　　　

　　　　　この胸に　持とうか

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　超えて行こう

　　　　　

　　　　　



　　　　　

　　　　　

　　　　　超えて行こう

　　　　　風に揺らぎながら

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　しなる枝のように

　　　　　肩に入る力を逃して行こう

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　さざ波立てる水のように

　　　　　澄めば月を映す穏やかさを取り戻し

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　超えて行こう

　　　　　風とともに

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　　



奥付

最後まで目を通して頂きまして

ありがとうございます
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